	3月定例教育委員会会議録

	開催年月日
	平成19年3月28日（水）

	開催時刻
	午後1時30分

	開催場所
	市役所別館　2階会議室

	出席委員
	委　員　長　　森　　　秀　輔　　　 委員長職務代理　　亀　山　亜左子
委　　　　員　　圓　川　雅　典　　　 委　　　　員　　髙　倉　良　子
教　育　長　　諌　山　康　雄

	出席参与
	教育次長　　今　井　健　二　　　 教育総務課長　　多　田　哲　祥
学校教育課長　　小　池　昭太郎       体育保健課長　　渡　辺　　　弘
生涯学習課長　　藤　井　　　治　　　 文化財保護課長　　後　藤　　　清

人権同和教育室長　　藤　田　信　幸       淡窓図書館長　　春　武　淑　子
博物館長　　中　島　正　利　　　 給食センター所長　　荒　川　建一郎

	書　　　　記
	教育総務課総務企画係長　　諌　山　清　成

	附議案件
	教育長報告

議案第17号　日田市心身障害児適正就学指導委員会規則の一部改正について
議案第18号　日田市立学校児童生徒特殊学級就学補助規程の一部改正につい

　　　　　　 て
議案第19号　日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率
及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部を改正する告
示
議案第20号　日田市指定文化財の指定について
議案第21号　日田市社会教育指導員の委嘱について
議案第22号　日田市体育指導委員の委嘱について
議案第23号　日田市立博物館協議会委員の任命について
報告事項　　 報告第3号　 寄附採納報告（平成19年2月期分）
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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育長報告　平成19年第1回市議会定例会は、2月27日から3月22日まで24日間にわたり開催された。新年度予算を含め58の議案が議決された。教育委員会には、10名の議員から代表質問・一般質問があった。卒業式については、中学校1日間、小学校3日間にわたり行われた。インフルエンザによる臨時休業で小学校2校が、25日の日曜日に行った。小学生772名、中学生783名が無事卒業した。教職員の人事異動についてだが、今回の人事異動は、新人事異動制度である12年ルールをリセットするため大幅な異動となった。後2年猶予があるので、後2年かけてリセットしたいと考えている。最後に、教育関連3法についてである。中央教育審議会から、学校教育法、教員免許法、地方教育行政法の3法について別紙資料の改正案が答申され、今国会に上程されている。
議案第17号「日田市心身障害児適正就学指導委員会規則の一部改正について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、学校教育法の一部が改正され、「盲学校、聾学校及び養護学校」という呼称が「特別支援学校」に、「特殊学級」という呼称が「特別支援学級」に改められた。そのため、日田市心身障害児適正就学指導委員会規則に引用されている用語について所要の改正を行うものである。
説明のあった議案第17号「日田市心身障害児適正就学指導委員会規則の一部改正について」意見を求める。
　議案第17号「日田市心身障害児適正就学指導委員会規則の一部改正について」意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第17号　議決）

議案第18号「日田市立学校児童生徒特殊学級就学補助規程の一部改正について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
　本案は、特殊学級就学補助費の支給事務で、従前から就学補助規定を準用して事務を行ってきていたが、一部規定にそぐわないところがあるため改正を行うものである。規定名や第1条目的の改正内容は、特殊学級等の呼称の改正に伴うものである。支給を受ける資格については、要保護準要保護就学援助事業等との併給は出来ない事を明確にしたものである。第3条については援助の方法について定めたものである。第4条については、無意味な規定などあったため、援助の範囲の整理を行うものである。第7条については、日田市立学校児童生徒就学補助規定を準用することとなっているため、一部不都合が生じるため改正を行うものである。その他、支給決定の取消、返還等について改正を行うものである。
説明のあった議案第18号「日田市立学校児童生徒特殊学級就学補助規程の一部改正について」意見を求める。
就学補助が就学援助に改正されているが、理由は何か。

就学を支援するという意味合いから援助に改正するものである。
　議案第18号「日田市立学校児童生徒特殊学級就学補助規程の一部改正について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第18号　議決）

議案第19号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」を提案し提案理由の説明を、学校教育課長に指示する。
本案の学校教育課に係る改正は、食育推進事業補助金、地域と育む学習力向上モデル事業補助金の廃止で、いずれも平成17年度で事業が終了したため、今回　廃止を行うものである。
説明のあった議案第19号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」について意見を求める。
補助事業については、どの事業でも補助を受けようとする年度の前年度の10月末までに申請をしないと補助対象とならないのか。
事業の種類によって、申請時期が、前年度の10月末までの事業や補助金を受けようとする年度までの事業などあり、全の事業が前年度の10月末までに申請を必要とするものではない。
議案第19号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」を提案し提案理由の説明を、体育保健課長に指示する。
本案の体育保健課に係る改正は、前津江、中津江、上津江、大山、天瀬体育協会交付金の廃止で、いずれも平成17年度の市町村合併による各体育協会の強化のための単年度交付金であったため、今回　廃止を行うものである。

説明のあった議案第19号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」について意見を求める。
議案第19号「日田市補助金等交付規則第４条の規定による補助対象、補助率及び補助金等交付申請の時期を定める告示の一部を改正する告示」」について意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第19号　議決）

議案第20号「日田市指定文化財の指定について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は日田市指定文化財に次の文化財を指定するものである。

指定番号　53

名称・所在地　史跡　姫塚古墳　日田市大字高瀬字塚脇245番地　

員数　1基　

所有者の住所・氏名　日田市銭淵町796－3　高瀬生産森林組合

内容　竪穴式石室を2基有する古墳として知られており、現在ではわずかにマウンドを残すのみである。北部九州では出土例の少ない蛇行剣が出土したと伝えられ、そのほか鉄鏃・土師器等も出土している。竪穴式石室を持つことから５世紀代の築造と考えられ、墳丘中に竪穴式石室をもつ古墳としては市内では唯一で、2基の竪穴式石室を有する古墳は類例が少ないことからも貴重な文化財である。
文化財保護審議会については、2月22日に会議を開催し、市指定文化財として指定することは妥当であるとの意見を頂いているところである。
説明のあった議案第20号「日田市指定文化財の指定について」意見を求める。
姫塚古墳のここ20年間の対応というか経緯というか　そういったことはどうなっていたか。

昭和60年頃に土地の所有者である高瀬生産森林組合から、寄贈の話があったが、高瀬清算森林組合の理事会等で正式に決定された事項ではなかったため、昭和63年頃に立ち消えになってしまった。しかしながら、今回平成18年に高瀬清算森林組合理事会で正式に決定されたため、今回の指定となったものである。

姫塚古墳は、石室の中に絵画とか象形文字があるとか、石積が珍しいものであるとか、県指定の文化財に昇格する見込みなどはあるのか。
現在のところ県指定文化財には厳しいものがある。しかし市指定文化財に指定されていなければ、県指定文化財には指定されないので、市指定文化財に指定されれば全く可能性が無いわけではないと考える。
議案第20号「日田市指定文化財の指定について」意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第20号　議決）

議案第21号「日田市社会教育指導員の委嘱について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、指導員の任期満了に伴い、日田市社会教育指導員に関する規則第4条の規定に基づき、指導員を委嘱するものである。青少年教育担当、人権教育担当の指導員については、いずれも新任である。任期は1年である。
説明のあった議案第21号「日田市社会教育指導員の委嘱について」意見を求める。
議案第21号「日田市社会教育指導員の委嘱について」意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第21号　議決）

議案第22号「日田市体育指導委員の委嘱について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、日田市体育指導委員50名を委嘱するものである。なお、50名中5名の体育指導委員が決定していないので、次回の定例教育委員会会議で報告したいと考えている。新任の体育指導委員の就任状況であるが、旧日田市管内の地区推薦で2名、旧天瀬町管内の地区推薦で1名、旧大山町管内の地区推薦で1名、旧前津江村管内の地区推薦で2名、旧前津江村管内の地区推薦で1名の全員で7名という状況である。なお、任期は2年である。
説明のあった議案第22号「日田市体育指導委員の委嘱について」意見を求める。
　体育指導委員は、管内のみで指導するのか。
　日田市の体育指導委員なので、管内に限らず日田市全体で指導にあたるものである。
　体育指導委員に就任するためには、何か必要な資格があるか。

　スポーツをしている人であるとか、そういった条件は無いが、地域の生涯スポーツに対してボランティア活動が可能な人でないと難しいところがある。しかしながら、実際的には何らかのスポーツ経験がある人がほとんどである。

　特技に、ゲートボールが無いが指導はできるのか。
　ゲートボールは、ほとんどの体育指導員が指導できる。いろんなスポーツを指導できるようお願いもしているところである。
議案第22号「日田市体育指導委員の委嘱について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第22号　議決）

議案第23号「日田市立博物館協議会委員の任命について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、博物館協議会委員の任期満了に伴い、新委員を任命するもので委員10名中、新任委員は1名である。任期は、2年である。

説明のあった議案第23号「日田市立博物館協議会委員の任命について」意見を求める。
委員の中で長い人は、どのくらい協議会委員に就任しているか。
昭和36年の開館以来、小野、佐藤、石松の3委員は47年間にわたり委員に就任してもらっている。
委員ではなく会員のような人はいるのか。
自然愛好会があり会員が8名程度在籍している。

議案第23号「日田市立博物館協議会委員の任命について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

（議案第23号　議決）

日田市立学校職員の長時間勤務者に対する健康管理対策実施要領について及び特別支援教育活動サポート事業実施要綱についての報告を教育次長及び担当課長に指示する。
日田市立学校職員の長時間勤務者に対する健康管理対策実施要領について報告する。
特別支援教育活動サポート事業実施要綱について報告する。
　報告第3号「寄附採納報告（平成19年2月期分）」の報告を指示する。

　
2月期分の寄附採納状況について報告する。

　
　各課報告を指示する。

　平成19年度の入学式について報告する。
　　小学校　平成19年4月11日（水）　午前10時～
　　中学校　平成19年4月12日（木）　午前10時～

　学校保健法第13条に基づく臨時休業措置校について報告する。
校長・教頭合同会議について
　平成19年4月12日（木）　午後13時30分～
　

定例教育委員会会議の日程について

平成19年月期定例教育委員会会議

日　時　　平成19年4月25日（水）　午後1時30分～

　　　場　所　　市役所別館2階　会議室

　
委員会の終了を告げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委員会終了時刻　午後2時55分



  　　 - 3 -

